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希薄 As(V)を含む酸性坑廃水の処理方法としては、一般に水酸化鉄(III)共沈法が用いられている。し

かし、この方法については、共存成分の影響など詳細な As(V)除去機構が明らかになっていないため、

投入薬剤の適量化、中和処理後に生じる殿物の減容化や再溶出防止などの課題が依然として残ってい

る。本研究では、水酸化鉄共沈処理における As(V)除去機構の解明と水酸化鉄共沈処理に理論的な裏づ

けを行なうことを目的として、As(V)単成分系における水酸化鉄共沈除去特性の把握と沈殿の構造解析

を行った。 

初期濃度 2.9～27mg/L の希薄 As(V)溶液に対して、種々の濃度の Fe(III)を添加し収着等温線を作成し

たところ、BET 型の等温線を示し、As/Fe 比が大きい場合に高い吸着密度が得られたことから、ある条

件下では、2 次元的な As(V)取り込み機構である表面錯体に加えて、3 次元的な取り込み機構である表

面沈殿等が生成していることが確認された。表面錯体と表面沈殿とを間接的に識別する実験法として、

収着密度と沈殿のゼータ電位との関係を調べたところ、pH5 および pH7 において、初期濃度 As/Fe=0.4

の条件を境に、収着密度に対するゼータ電位の傾きが変化することがわかった（図 1）。また、同様の

条件で得られた沈殿の EXAFS 解析を行ったところ、沈殿はいずれも Goethite への As(V)吸着物と非晶

質ヒ酸鉄との混合物であることが確認された（図 2）。得られた EXAFS スペクトルを用い、Goethite へ

の As(V)吸着物と非晶質ヒ酸鉄とを参照試料として、それぞれの含有割合を求めたところ、As/Fe が大

きくなるにつれて非晶質ヒ酸鉄の割合が増加し、初

期濃 As/Fe≥0.4 の条件で非晶質ヒ酸鉄の割合が 50%

を超えることが確認された。また、pH5 より pH7 に

おいて非晶質ヒ酸鉄の割合が高いことがわかった。

これらの結果は、表面錯体と表面沈殿とを間接的に

識別する実験方法である吸着実験と共沈実験との比

較実験や、沈殿のゼータ電位測定、XRD 測定との結

果と、いずれも傾向が一致していた。 
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図 1 収着密度とゼータ電位の関係                 図 2 沈殿の As K EXAFS スペクトル  


